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（令和7年9月11日　午後3時15分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き、会議を開きます。荒井税務会計課長から、発言

を求められておりますので、これを許可いたします。荒井税務会計課長。 

 

■税務会計課長（荒井正直）　答弁保留になっております、永原議員さんへの答弁をさせ

ていただきます。固定資産税評価額については、路線価及び比準から算出された税のこ

とを、評価額という表現をします。こちらの評価額で決定した金額を課税台帳に記載し

たものが、固定資産税評価額という表現に変わります。よって金額的には、結果同じ金

額が表示されます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　それでは戻ります。 

 

通告の10、湊　喜一議員。 

 

1、発災時の避難所の通信確保について 

2、Lアラートについて 

3、事前復興まちづくり計画の策定について 

4、RSウイルスワクチン任意接種に対する助成について 

 

議席番号10番、湊　喜一議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　議席番号10番、湊喜一です。通告に従いまして、質問をさせてい

ただきます。まず、最初の発災時の避難所の通信確保についてであります。能登半島地

震では、地中に埋設された光ケーブルなどの回線が、地面の亀裂・陥没また土砂崩れで

断線し、電線も断線するなどして多くの基地局が機能を失い、救助や復旧作業に甚大な

影響が出ました。道路の寸断や土砂崩れにより孤立した集落などでは、通信が途絶える

ことによって、いつ食料が届くのか、また水道・電気などの復旧はどうなっているのか

という、生活する上での必要な情報が届かない状態となり、また孤立集落の被災状況も

不明となっていました。今回の通信復旧に最も貢献したのはスターリンク、ご存じだと

思うんですけれども、衛星通信ですね。今後の大規模災害発生時における避難所等の通

信確保のために、指定避難所等への衛星インターネット機器等の新技術の導入が望まれ

ますが、技術の進展に応じた新しい通信サービス機器について、その迅速な立ち上げと、

単独的な運営を地域が自ら円滑に行えるよう、新しい通信技術に関する訓練、要するに

機器の設置、維持管理等を修了した者や、無線従事者免許証取得者と地域ごとに無線技

術に知見のあるものを中心とする体制、仮称として「通信復旧支援チーム」の整備を行

い、発災後に通信設備の被災状況把握や通信環境確保等を迅速かつ断続的に行う取組を

検討すべきだと思いますが、町長の見解をお伺いいたします。 
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●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　それでは湊議員からの質問にお答えいたします。湊議員ご指摘のと

おり、大規模災害で発生した場合には、交通網の寸断や停電といった深刻な被害を受け、

携帯電話網や光回線、固定電話などの連絡手段が絶たれ、集落が孤立する恐れがあるこ

とはご指摘のとおりかと認識しております。当町におきます現状といたしましては、災

害時における情報収集や情報伝達の手段といたしまして、防災無線、消防無線、これは

トランシーバーになりますけれども、これらを軸に対応しております。また、衛星携帯

電話は二台配備しているところでございます。そのほか詳細につきましては、担当の総

務課長の方から答弁をさせていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　今回、湊議員さんからお話がありました、次世代の衛星通信事

業につきましては、通信各社において、事業の実施や災害時の取り組みとして始まって

いることは承知をしているところでございますが、当町の導入については現時点で未検

討ですが、今後再度検討していきたいというふうに思っておりますが、長野県が地震防

災対策強化アクションプランを推進している中で、災害時通信機器整備補助金の制度を

立ち上げているところでございます。市町村が災害時に孤立する可能性があり、かつ通

信手段を有しない地域を対象に、通信機器整備に要する経費を補助するとし、定額10

万円掛ける該当地域数というふうにしています。その中に防災多機能無線端末、それか

らIP無線、議員のおっしゃる衛星無線機端末でスターリンクも対象になっています。議

員のご意見は十分理解できますし、今後災害時の通信手段の確保として研究をしてまい

りますが、整備をすれば備えが充実することは十分に承知をしているところですが、ス

ターリンクについては、現時点でランニングコストも通常より割高でございます。ふだ

ん使用しないものを、割高なもので整備することが望ましいかという部分では、若干懸

念を感じているところでございますが、いずれにしましても研究はしてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　是非とも研究いただきたいのですが、実はこのスターリンク、企業

名なんでしょうけども、インフラですので、この名前を使わせていただきますけども、

信濃町で既に導入しているノマドワークセンターは、あそこにスターリンクが入ってお

ります。非常に高速で使い勝手が良いと。ただし電話としての機能がないとか、インタ

ーネット、それから例えばLINEとかそういう類のものは使えるので、LINEの電話の機

能は使えるのだが、普通の電話番号の電話通話はできないということを言っておられま

した。それと、しっかり研究していただきたいのですが、固定費用はスターリンクはか

からない。それと使った分だけという契約も、中にはあります。使わなかったら一切費
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用が発生しないという契約もありますので、その辺をしっかり契約を考えていただいて、

使っていただきたいんですが、設置というよりも使い慣れる、いざという時にしか使わ

ないのでは、使い慣れている人がいなければ機能しない。全ての人が被災するわけです

から、どういう状況になっているか分からない。普通の方でも携帯電話と同じような形

でその機器を使うことができるような、要するに訓練が必要だと思うんです。そういう

意味で、しっかり指定避難所等にはそういうものを配置して、それを訓練、使う訓練を

常時していくということが大事と、その辺の視点を強調したいかもですけれど、再度お

答えをお願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　その使い勝手の部分もございますし、私ども調べた中ではいろ

いろなサービス、湊議員さんからご紹介いただきましたので、また調べたり研究したり

しますが、ちょっと私ども調べた中では、通常よりランニングコストは割高だというこ

とでございました。そんな中でいずれにせよ、もちろん使える人がいないとまたそれも

困るし、できるだけ今孤立の恐れがあるとこについてを、研究したいなというふうに思

っておりますけれども、今おっしゃられた部分を含めて、その辺は検討してまいりたい

というふうに考えてございます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　一番信濃町で孤立の恐れが高いのは菅川地籍だと思われるのですが、

確か、菅川には衛星電話が配置されるとか、されたという話は聞いた記憶があるんです

けれども、そこも確認したいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員これは通告ですか。とりあえず答弁させます。柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　ちょっと町の方では配備しているということではないと思いま

す。防災無線からの端末で、いわゆる通信できるのは入っていると思います。古海地区

等ではそちらの方で使ってやった経過がございます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　細かく、そこまでは通告をしていなかったので、答弁ありがとうご

ざいます。能登半島の地震の後の政府のいろいろな報告では、本当にこの衛星インター

ネットの無償提供、各自衛隊、自治体、電力会社などに提供した機器が総計700台、端

末が、それ以外の各自治体に100台以上無償で提供したと報告されております。非常に、

衛星のインターネットでいろいろ連絡をするというのは、非常に災害復旧、災害対応に

対して非常に有効であるということ。ですから今の間にしっかりその辺の費用もそうで
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しょうし、機器もそうだと思います。ノマドワークセンターの管理者に問い合わせたと

ころ、そんなにセットするには時間がかからないという話をされておりました。アンテ

ナの設置、機器の設置も簡単にできるという話をされていましたので、是非とも導入の

方向で前向きに検討していただきたいと思います。費用の面もありますし、その辺のと

ころはしっかり国の補助金をうまく利用していただければ、町の持ち出しはそんなに多

くないと思いますので、よろしくお願いいたします。今日は手短に済ませたいと思って

おりますので次の質問に移ります。この避難所の通信の確保のところでいろいろ調べて

いると、耳慣れない言葉が出てきまして、それについて私自身が引っかかって、それを

深掘りしてしまった部分なんですけれども、「Lアラート」という言葉が出てきました。

このLアラート、これは何だ、Jアラートは聞いたことがあるんだけど、Lアラートって

何だということについて、ちょっと深掘りさせていただいたので紹介させていただきま

すけれども、役場職員の方はご存じだと思うんですけれども、災害発生時に地方公共団

体が、放送局、アプリ事業者等に、様々なメディアを通じて地域住民に対して必要な情

報を、迅速かつ効率的に伝達する共通基盤として、Lアラートがあります。平成23年6

月の運用開始以来、多くの情報発信者、情報伝達者に活用されてきております。平成31

年4月には、全都道府県による運用が実現し、近時の災害においては速やかに避難指示

の発令状況等を配信するなど、災害情報をインフラとして一定の役割を担ってきていま

すという、そういうものであります。深掘りしていた時点で、各都道府県で、各自治体

で非常にこのLアラートに対する取り組みが、ばらつきがあってどうなっているのか、

どういう組織体制になっているのかということを、信濃町でもこのことを調べて、この

Lアラートどういうものなのかということも、町民にも合わせて知らせる必要があるな

と思ってこの質問を選びました。ですからこのLアラート、情報入力、信濃町がどうい

う組織体制を持って、このLアラートに情報を流しているのかをお聞きしたいと思いま

す。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　Lアラート、ローカルアラートですね、とは今ほど議員さんか

らご説明ありましたけれども、地方公共団体等が発出した避難指示といった災害関連情

報をはじめとする公共情報を、放送局と多様なメディアに対して一斉に送信することで、

災害関連情報の迅速かつ効率的な、住民への伝達を可能にする共通基盤であるというこ

とでございます。当町においては、災害発生時の避難指示、緊急安全確保の発令、避難

所開設及び避難状況の情報を入力することを想定しています。その中で、毎年行われる

全国の合同訓練に参加し、災害が発生した場合に対応できるよう、入力手順を確認して

いるほか、県が主催する研修会に参加し、正確に情報を伝えられるよう手順を確認して

います。長野県の場合、長野県防災情報システムに入力することにより、このLアラー

トへの情報発信を行うことになるものでございます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 
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◆10番（湊　喜一）　私は、細かく調べたのが全国的なデータでしか調べていないので、

長野県はどういう状況なのかというのは、そこまで深堀はできなかったんですけど、要

するに長野県においては、このLアラートというのは非常にしっかり利用されていると

いう認識でよろしいでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　県の防災情報システムに入力する、ということになるわけでご

ざいます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　了解いたしました。この、聞いている人が何だ、ということがある

と思いますので、いろいろな避難情報等が出たと同時に、テレビのテロップで「信濃町

に震度何々避難情報が出ました」と、テロップでさっと一斉に出てくる、これがLアラ

ートの利点だと勉強させていただきましたので、そういうことは信濃町はしっかり機能

しているということを確認させていただきました。続きまして、次の質問に移りたいと

思います。これ私自身も頭首ひねった部分があるんですけれども、事前復興まちづくり

計画の策定について。国交省においては、平成30年7月に復興まちづくりのための事前

準備ガイドラインを策定し、地方公共団体における復興の体制や、手順、目標の事前検

討等の復興事前準備の取組を推進してきています。こうした国の動きに対して、信濃町

の事前復興まちづくり計画の取り組みはなされているのでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　復興まちづくりのための事前準備ガイドラインにつきましては、

市町村が災害から復興事前準備に取り組むため、復興事前準備の必要性と取り組み内容

を明らかにし、また地域防災計画と市町村の都市計画に関する基本的な方針、市町村マ

スタープランへの位置づけ方法や、復興まちづくりのための事前準備に関する計画策定

等の留意点をまとめるもの、というふうに承知をしているところでございます。当町の

地域防災計画においては、第3章復旧・復興で、災害からの復興計画について記載して

おります。その第3節、計画的な復興において、復興まちづくりのための事前準備ガイ

ドラインを活用し、防災・減災対策を並行して事前に被災後の復興まちづくりを考えな

がら準備しておく、復興事前準備の取り組みを進めるよう努めるということで、努力目

標にしているところでございます。ガイドラインの5つの具体的な取り組みの内容のう

ち、復興体制の事前検討については、地域防災計画においても記載がされているところ

でございますが、現在のところ、事前復興まちづくり計画策定に向けた具体的な取り組

みは、実施をできていないのが実情でございます。近隣市町村の策定状況を見ながらま

た進めてまいりたいと思いますが、申し訳ないですが、全国でまだ2パーセントぐらい
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しか進んでいないというのが現状でございまして、大変申し訳ないですが、今のところ

できていない状況でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　できていないのは今、重々承知の上で質問をしております。全国の

グラフを見ても、ほとんどの自治体ができていない、信濃町は結構進んでいる方の自治

体のうちに入ると、今お話を聞いていて思いました。ほとんどの80数パーセントが、検

討もしていないというのもあります。この質問にして、実に災害を事前に予測して、ま

だ起こってもいない災害で、それに対する復興計画は無理だろうと私も最初は思ったん

ですけども、国のガイドラインを見ていると、身の丈の復旧をしっかり今のうちからや

っておく、人口減少の世の中で過大な復興をする必要はないということを、事前に計画

を立てておくという、そういう趣旨でこの話が出てきていると思います。非常に大きな

災害、大規模な災害が頻繁に起こっている以上、国としてもこういう計画をしっかり立

てて、自治体を早く復興させるということが主眼だと思っております。政府の方は、防

災庁という省庁を立ち上げようとしております。その中で、防災監というのができて、

その災害が起こった時点で自治体に防災監が入ってきて、国の机上の理論ではなくて現

場で色々な国の指揮を執っていくというという形で、今後の災害に対応していこうとい

う体制を作ろうとしております。そのところで、この事前復興まちづくり計画というの

が生きてくると思っております。そういう意味でしっかり取り組む必要があると思って

いるので、今後ともしっかりこの辺の計画を練っていただきたいと思っております。さ

て、次の質問に移りたいと思います。RSウイルスワクチンの任意接種に対する助成につ

いてであります。RSウイルスの感染症というのは、重篤化する年齢が乳幼児、それと高

齢者、それも高齢者のうちでも基礎疾患のある例えば高血圧の方、それから糖尿病の方、

それから肺に疾患のある方、心臓に欠陥のある方、そういう高齢者の方がこのRSウイル

スに感染すると、重篤な肺炎になってくると致死率も高い病気であります。これを防ぐ

には、このRSウイルスワクチンを打っておくというのが非常に大事だと思います。製薬

会社の方に聞いたところ、このRSウイルスワクチンは1回打てば約3年は効いていると

いうことでありますので、是非とも高齢者と乳幼児はワクチン注射をするわけにはいか

ないので、妊婦さんに是非ともこのRSウイルスのワクチンを打っていただく、任意接種

していただく、そこにできれば助成金を入れていただくことによって重篤な肺炎から命

を守る、生命の維持といいますか、命を守ることができる。また、医療費の抑制にもつ

ながると思いますので、その辺のところ担当課はどうお考えでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　椙澤住民福祉課長。 

 

■住民福祉課長（椙澤恵美）　それではRSウイルスワクチン任意接種に対する助成につい

て、お答えさせていただきます。60歳以上の成人に対するワクチン接種は、病気に対す

る免疫力が高められ、発症や重症化を抑えることができ、妊婦にワクチン接種を行うと、
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RSウイルスに対する抗体を持った状態で赤ちゃんが生まれてくることから、肺炎などに

よる入院率を減らせるということが言われています。この両ワクチンは、2024年3月ま

でに薬事承認された比較的新しいワクチンとなります。RSウイルスの感染状況ですが、

高齢者は感染症発生動向調査において、把握対象となっていないため不明でございます

が、小児につきましては、8月17日時点で県内累計届出数が779人、そのうち長野保健

所管内の届出数は0人でございました。RSウイルスに関する助成についてですが、現在

28週以下の早産で生まれた1歳までの乳児、29から35週の早産で生後6か月までの乳

児、免疫不全等基礎疾患のある2歳までの幼児に対しましては、突然死につながる無呼

吸発作を引き起こす恐れがあるとして、RSウイルス抗体製剤の接種が保険適応となって

おります。一方で妊婦、60歳以上の方につきましては、任意接種となっており、接種に

関わる費用は全額自己負担となっております。任意接種について、今年度から妊婦のみ、

または妊婦と60歳以上の両方のワクチン接種について、公費助成制度を導入し始めた自

治体はございますが、助成を行っている自治体は少ない状況です。また現在、国におい

てワクチンの定期接種化に向けて有効性・安全性・費用対効果について検討を進めてい

るところでございます。ワクチン助成については、定期接種化に関する国の動向、感染

症発生状況、県内他市町村の助成状況等を注視しまして考えているところですが、現時

点においてはワクチンの助成を行わない方針であるものの、RSウイルス感染症への対策

を町民の皆様にお伝えすることは重要だと認識しております。感染症対策として効果が

認められている、一般的な衛生対策の手洗い、咳エチケットはRSウイルスにも有効な予

防策とされています。まずは、RSウイルス感染症の感染リスクや予防対策について、町

民の皆さんに周知してまいりたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願い

申し上げます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　はい、丁寧な答弁ありがとうございます。今、全国におけるRSウ

イルスワクチンの公費助成、確かに非常に少ないです。まだ、妊婦のみの対象が18自治

体、高齢者のみが3自治体、両方の対象が3自治体であります。一番大きな東京都はま

だやっておりません。一番進んでいるのは北海道であります。このワクチンはそんなに

高くはないので、比較的助成をすると打ってもらいやすくなると思いますので、最初ワ

クチン、高齢者の方が打ったらと試算をちょっとしたんですけども、そんなに大きな金

額、数十万円もかからない、50万円以下ぐらいでできるんじゃないかと、5歳刻みです

けど。そんなには年間の費用はかからないと思いますので、是非とも接種を検討してい

ただきたいと思います。それと今、住民福祉課長の方から感染の度合いがありましたけ

れども、結構国立感染症研究所が毎週週報を発行しているIDWRという、どんな感染症が

今流行っているんだということを報告しているサイトがあります。それを見られたんだ

と思うんですけども、私も見せていただいたんです。ニュースでもやっておりました。

ここ最近、すでにインフルエンザが流行ってきているということが、ニュースでもやっ

ておりました。IDWRでもやっておりましたので、そろそろ例年よりも10週以上早いイ
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ンフルエンザの発生が認められるか、RSウイルスもいえばインフルエンザに似たような

風邪症状が出てくるわけで、防ぐのも同じような状況で防ぐことができますので、マス

クと手洗いが大事だと思います。厚生労働省はいろいろなフライヤーといいますか、宣

伝のRSウイルスワクチンには注意しましょうというポスター、こういうフライヤーが出

ておりますので、是非町民にも広げていただきたい。これがコロナのときは、本当にも

うマスコミがこぞってやっていましたけど、こういうインフルエンザとかRSウイルスと

か言いますとそんなには報道してくれない。同じような感染力もあるので、是非ともマ

スコミがやっていただきたいなと思うんですけど、なぜかそれほどやっていただけてな

いんで、是非とも町はその分努力していただいて、このRSワクチンも怖い病気だよとい

う形で。あまりやらないのは、RSウイルスは成人の場合、生産年齢20歳から50歳くら

いの間に感染しても風邪症状ぐらいでひどくはならない。高齢者、要するにちょっと疾

患ある高齢者、免疫力の少ない乳幼児には猛威を振るという病気でありますので、だか

らそうマスコミをうるさくならないんだと思うんですけども、この菌を成人男性が、男

性も女性も持って帰って家に乳幼児がいるようなところでそれに移してしまうというこ

とも考えられますので、是非ともウイルスのワクチンの助成を導入していただいて、町

民の健康を守っていただきたいなと思うので、再度、町長の方からこの辺の検討をして

いただく決意をお聞きしたいと思いますのでお願いします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　RSウイルスに対するワクチン接種への助成ということであります。

先ほど住民福祉課長にも答弁させていただいたとおりでありますけれども、まずは感染

症の現状とでもいいましょうか、そういったものを観察、調査させていただく中で対応

を判断してまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　はい、以上で私の一般質問を終わります。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、湊喜一議員の一般質問を終わります。この際4時5分まで

休憩といたします。 

 

 

（終了　午後3時51分）


